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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字列入力部と、
　音声入力部と、
　音声認識辞書を格納する辞書格納部と、
　前記文字列入力部により入力された文字列から始まる複数の語句を前記音声認識辞書か
ら抽出し、前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数の
語句のそれぞれから前記共通語句を除いた差分語句の集合から成る動的音声認識辞書を生
成する辞書生成部と、
　前記音声入力部により入力された音声と前記動的音声認識辞書に含まれる前記差分語句
とを対比して、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定する音声認識部と、
　前記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む
語句を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定する入力文字列確定部と、
　を備える、データ入力装置。
【請求項２】
　表示部と、
　前記表示部の表示を制御する表示制御部と、
をさらに備え、
　前記表示制御部は、前記表示部に対し、前記共通語句と前記差分語句とを含む前記複数
の語句を表示させるとともに、前記複数の語句のそれぞれに含まれる前記差分語句を強調
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して表示させる、
　請求項１に記載のデータ入力装置。
【請求項３】
　前記音声認識部は、前記音声に一致する前記差分語句がない場合、前記音声と前記音声
認識辞書に含まれる語句とを対比して、前記音声に一致する語句があるか否かを判定し、
　前記音声に一致する語句がある場合、前記入力文字列確定部は、当該語句を入力文字列
として確定する、
　請求項１または請求項２に記載のデータ入力装置。
【請求項４】
　車両の走行状態に基づき前記文字列入力部から前記音声入力部へ切り替える入力切替部
、
　をさらに備える、請求項１乃至請求項３の何れか１項に記載のデータ入力装置。
【請求項５】
　前記辞書生成部は、前記文字列入力部により文字が入力される度に前記動的音声認識辞
書を生成する、
　請求項１から請求項４の何れか１項に記載のデータ入力装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５の何れか１項に記載された前記データ入力装置が確定した前記入
力文字列を入力として動作する、
　車載機。
【請求項７】
　文字列入力部と、
　音声入力部と、
　音声認識辞書を格納する辞書格納部と、
　表示部と、
　前記音声認識辞書から抽出された、前記文字列入力部により入力された文字列から始ま
る複数の語句を前記表示部に表示させる表示制御部と、
　前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数の語句のそ
れぞれから前記共通語句を除いた差分語句と前記音声入力部により入力された音声とを対
比して、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定する音声認識部と、
　前記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む
語句を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定する入力文字列確定部と、
　を備える、データ入力装置。
【請求項８】
　文字列入力部により入力された文字列から始まる複数の語句を音声認証辞書から抽出し
、前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数の語句のそ
れぞれから前記共通語句を除いた差分語句の集合から成る動的音声認識辞書を生成するス
テップと、
　音声入力部により入力された音声と前記動的音声認識辞書に含まれる前記差分語句とを
対比して、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定するステップと、
　前記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む
語句を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定するステップと、を備える、
　データ入力方法。
【請求項９】
　音声認識辞書から抽出された、文字列入力部により入力された文字列から始まる複数の
語句を表示部に表示させるステップと、
　前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数の語句のそ
れぞれから前記共通語句を除いた差分語句と音声入力部により入力された音声とを対比し
て、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定するステップと、
　前記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む
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語句を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定するステップと、を備える、
　データ入力方法。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載のデータ入力方法をコンピュータに実行させるためのプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はタッチパネル・キー操作等の手入力による文字列入力装置と音声認識機能を併
用したデータ入力技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の手入力による文字列入力装置と音声認識機能を併用したデータ入力装置としては
、手入力により入力された文字から入力される文字列候補を予測し、予測した文字列候補
に認識対象語を絞って音声認識を行うものが知られている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１８２２０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のデータ入力装置では、ユーザが文字列入力装置により入力した入
力済みの文字列も発話しなければならなかった。
【０００５】
　また、文字列候補として共通語句を含む候補が多数予測された場合、予測された文字列
候補に認識対象語を絞っても音声認識の精度を向上させることができないという課題があ
った。
【０００６】
　例えば、車を運転して「マクドナルド（登録商標）鴨居店」に行きたいユーザーが、車
載機に「マクド」と打ち込んだところで車が発進し、以降キー入力ができないため音声入
力に切り替わった場合を想定する。車載機には文字列候補として、例えば「マクドナルド
（登録商標）鴨居店」「マクドナルド（登録商標）中山店」「マクドナルド（登録商標）
小杉店」が表示される。
【０００７】
　ユーザは、「マクドナルド（登録商標）鴨居店」と入力済みの「マクド」も発話しなけ
ればならなかった。
【０００８】
　予測された文字列候補は共通語句である「マクドナルド（登録商標）」を含む。文字列
候補の大部分が共通語句のため、文字列候補に認識対象語を絞っても音声認識の精度を向
上させることはできない。
【０００９】
　本発明は、上記課題を解決するもので、入力済みの文字列の発話を不要とし、また、認
識対象語を絞り込むことにより音声認識の精度を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために本発明のデータ入力装置は、文字列入力部と、音声入力部と
、音声認識辞書を格納する辞書格納部と、前記文字列入力部により入力された文字列から
始まる複数の語句を前記音声認識辞書から抽出し、前記複数の語句において先頭から共通
する語句を共通語句として、前記複数の語句のそれぞれから前記共通語句を除いた差分語
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句の集合から成る動的音声認識辞書を生成する辞書生成部と、前記音声入力部により入力
された音声と前記動的音声認識辞書に含まれる前記差分語句とを対比して、前記音声に一
致する前記差分語句があるか否かを判定する音声認識部と、前記音声に一致する前記差分
語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む語句を前記複数の語句から選定
して入力文字列として確定する入力文字列確定部とを備えた構成となっている。
　また、上記課題を解決するために本発明のデータ入力装置は、文字列入力部と、音声入
力部と、音声認識辞書を格納する辞書格納部と、表示部と、前記音声認識辞書から抽出さ
れた、前記文字列入力部により入力された文字列から始まる複数の語句を前記表示部に表
示させる表示制御部と、前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として
、前記複数の語句のそれぞれから前記共通語句を除いた差分語句と前記音声入力部により
入力された音声とを対比して、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定する
音声認識部と、前記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共
通語句を含む語句を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定する入力文字列確
定部と、を備えた構成となっている。
　また、上記課題を解決するために本発明のデータ入力方法は、文字列入力部により入力
された文字列から始まる複数の語句を音声認証辞書から抽出し、前記複数の語句において
先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数の語句のそれぞれから前記共通語句を
除いた差分語句の集合から成る動的音声認識辞書を生成するステップと、音声入力部によ
り入力された音声と前記動的音声認識辞書に含まれる前記差分語句とを対比して、前記音
声に一致する前記差分語句があるか否かを判定するステップと、前記音声に一致する前記
差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む語句を前記複数の語句から
選定して入力文字列として確定するステップと、を備えた構成となっている。
　また、上記課題を解決するために本発明のデータ入力方法は、音声認識辞書から抽出さ
れた、文字列入力部により入力された文字列から始まる複数の語句を表示部に表示させる
ステップと、前記複数の語句において先頭から共通する語句を共通語句として、前記複数
の語句のそれぞれから前記共通語句を除いた差分語句と音声入力部により入力された音声
とを対比して、前記音声に一致する前記差分語句があるか否かを判定するステップと、前
記音声に一致する前記差分語句がある場合、当該差分語句および前記共通語句を含む語句
を前記複数の語句から選定して入力文字列として確定するステップと、を備えた構成とな
っている。
【００１１】
　なお、ここで文字列には、１文字も含む。音声認識辞書に格納された語句とは、音声認
識の単位をなす文字列をいう。強調して表示するとは、色、太さ、大きさ、フォントを変
えて表示すること、点滅表示すること、枠で囲んで表示すること、これらの組み合わせも
含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、入力済みの文字列の発話を不要とし、また、認識対象語を絞り込むこ
とにより音声認識の精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置の構成と車両を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置を用いたデータ入力処理の一例を
示すフロー図
【図３】本発明の実施の形態１における動的音声認識辞書の生成過程の一例を示す概念図
【図４】本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置を用いたデータ入力時の表示画面
の遷移の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　（実施の形態１）
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　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態では車載
機へのデータ入力として説明するが、本発明は車載機へのデータ入力に限定されるもので
はない。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置の構成と車両を示すブロック図
である。
【００１６】
　図１において、データ入力装置１０００は、車両１１００に搭載されたカーナビゲーシ
ョンシステム等の車載機１１０２、車両の走行状態を判定する走行状態判定部１１０１と
接続されている。
【００１７】
　データ入力装置１０００は、入力部として、タッチパネル、キー入力デバイス等の手入
力により文字列を入力する文字列入力部１００１と、マイク等の音声を入力する音声入力
部１００２の２つの入力部を備えている。
【００１８】
　入力切替部１００３は、走行状態判定部１１０１から入力される車両の走行状態の判定
結果に基づき、ユーザが使用する入力部を文字列入力部１００１から音声入力部１００２
へ、音声入力部１００２から文字列入力部１００１へと切替える。
【００１９】
　入力文字列確定部１００４は、文字列入力部１００１から入力された文字列を入力文字
列の一部として確定する。入力文字列確定部１００４は、入力文字列の一部として確定し
た文字列と音声認識部１００７の音声認識結果に基づき入力文字列を確定する。入力文字
列確定部１００４は、確定した入力文字列を車載機１１０２へ出力する。入力文字列確定
部１００４は、音声入力部１００２から入力された音声を音声認識部１００７へ出力し、
音声認識部１００７から音声認識の結果を入力する。
【００２０】
　動的音声認識辞書生成部１００６は、入力文字列確定部１００４が入力文字の一部とし
て確定した文字列と音声認識辞書１００９から動的音声認識辞書１０１０を生成する。
【００２１】
　音声認識部１００７は、音声入力部１００２から入力された音声を、辞書格納部１００
８に格納された辞書を用いて認識する。
【００２２】
　辞書格納部１００８は、音声認識辞書１００９と動的音声認識辞書１０１０とを格納す
る。音声認識辞書１００９はデータ入力装置１０００が予め備えている辞書である。動的
音声認識辞書１０１０は、動的音声認識辞書生成部１００６が動的に生成する辞書である
。
【００２３】
　表示制御部１００５は、表示部１０１６の表示を制御する。表示部１０１６は、表示制
御部１００５の制御に従い入力文字列確定部１００４が確定した文字列、辞書格納部１０
０８に格納された辞書の語句を表示する。
【００２４】
　車両１１００に搭載された走行状態判定部は、車両の走行状態を判定し、「発進」、「
停車」を含む判定結果を入力切替部１００３へ出力する。車載機１１０２は、カーナビゲ
ーションシステム、ディスプレイオーディオ等のデータ入力を必要とする機器である。
【００２５】
　以上のように構成されたデータ入力装置１０００について、以下にその動作について説
明する。図２は本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置１０００を用いたデータ入
力処理の一例を示す図である。
【００２６】
　図２において、ユーザーは文字列入力部１００１を用いて文字の入力を行う（Ｓ２０１
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）。入力文字列確定部１００４は、入力された文字を入力文字列の一部として確定する。
【００２７】
　動的音声認識辞書生成部１００６は、入力文字列の一部として確定された文字列を基に
、音声認識辞書１００９から動的音声認識辞書１０１０を生成する（Ｓ２０２）。
【００２８】
　動的音声認識辞書１０１０は、音声認識辞書１００９に格納された語句で入力文字列の
一部として確定した文字列と先頭が一致する複数の語句から、複数の語句に共通する共通
語句を除いた差分語句を格納した辞書である。動的音声認識辞書１０１０の生成に関して
は、後に図面を用いて説明する。
【００２９】
　入力文字列確定部１００４は、音声入力モードか否かを判定する（Ｓ２０３）。音声入
力モードとは、入力切替部１００３が、入力部を文字列入力部１００１から音声入力部１
００２に切り替えた状態をいう。
【００３０】
　音声入力モードでない場合（Ｓ２０３でＮＯの場合）、Ｓ２０１からＳ２０２を繰り返
す。動的音声認識辞書生成部１００６は、文字が入力され、入力文字列の一部が更新され
る度に動的音声認識辞書１０１０を生成する。
【００３１】
　音声入力モードの場合（Ｓ２０３でＹＥＳの場合）、表示制御部１００５は、入力文字
列確定部１００４が入力文字列の一部として確定した文字列と先頭が一致する音声認識辞
書の語句（以後、入力文字列候補と称す）を表示部１０１６に表示する（Ｓ２０４）。
【００３２】
　表示制御部１００５は、入力文字列候補のうち、動的音声認識辞書１０１０に格納され
た差分語句を強調して表示する。表示制御部１００５は、音声入力モードであることを表
示部１０１６に表示する。表示制御部１００５は、文字列入力部１００１から文字を入力
できないことを表示部１０１６に示す。
【００３３】
　ユーザは入力文字列を確定するために必要な語句を発話する（Ｓ２０５）。
【００３４】
　ユーザの発話は音声入力部１００２から音声認識部１００７へ入力される。音声認識部
１００７は、動的音声認識辞書１０１０を用いて発話の認識を行う。音声認識部１００７
は、動的音声認識辞書１０１０に格納された差分語句とユーザが発話した語句とのマッチ
ングを行う（Ｓ２０６）。
【００３５】
　ユーザの発話を認識できた場合、即ち、ユーザが発話した語句と差分語句とがマッチし
た場合（Ｓ２０７でＹＥＳの場合）、入力文字列確定部１００４は、ユーザが発話した語
句とマッチした差分語句を含む入力文字列候補を入力文字列として確定する（Ｓ２１０）
。
【００３６】
　ユーザの発話を認識できない場合、即ち、ユーザが発話した語句と差分語句とがマッチ
しない場合（Ｓ２０７でＮＯの場合）、音声認識部１００７は、音声認識辞書１００９を
用いて発話の認識を行う。音声認識部１００７は、音声認識辞書１００９に格納された語
句とユーザが発話した語句とのマッチングを行う（Ｓ２０８）。
【００３７】
　ユーザの発話を認識できた場合（Ｓ２０９でＹＥＳの場合）、入力文字列確定部１００
４は、認識結果と入力文字列の一部として確定した文字列に基づき入力文字列を確定する
。
【００３８】
　ユーザの発話を認識できない場合（Ｓ２０９でＮＯの場合）、Ｓ２０５からの処理を繰
り返す。
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【００３９】
　図３は、動的音声認識辞書１０１０の生成過程の一例を示す概念図である。図３におい
て語句３０１は、音声認識辞書１００９に格納された語句の一例である。音声認識辞書１
００９には、「イロハニホ鴨居店」等、具体的店舗名を表す語句が格納されている。動的
音声認識辞書１０１０を用いない従来の音声認識は、これらの語句とユーザが発話した語
句とのマッチングを行う。
【００４０】
　語句３０２は、文字列入力部１００１から文字列「イロハ」が入力された時に、動的音
声認識辞書生成部１００６が、音声認識辞書１００９に格納された語句３０１から抽出し
た語句である。
【００４１】
　動的音声認識辞書生成部１００６は、音声認識辞書１００９に格納された語句から文字
列入力部１００１から入力された文字列と先頭が一致する語句を抽出する。抽出された語
句「イロハニホ鴨居店」「イロハニホ中山店」「イロハニホ新横店」「イロハニホ小杉店
」は、入力された文字列「イロハ」と先頭が一致する語句である。
【００４２】
　動的音声認識辞書生成部１００６は、抽出した語句３０２を複数の語句に共通する共通
語句３０２１「イロハニホ」と共通語句を除いた差分語句３０２２とに分ける。動的音声
認識辞書生成部１００６は、差分語句３０２２のみを格納した新たな辞書、動的音声認識
辞書１０１０を生成する。語句３０３は、音声認識辞書１００９に格納された語句３０１
から生成した動的音声認識辞書１０１０に格納された語句の一例である。
【００４３】
　図４は、本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置を用いたデータ入力時の表示画
面の遷移の一例を示す図である。
【００４４】
　表示部１０１６を液晶表示パネル、文字列入力部１００１を液晶表示パネルと重ねて配
置されたタッチパネルとして説明するが、表示部１０１６、文字列入力部１００１は、こ
れらに限定されるものではない。
【００４５】
　表示画面４０１は、文字列入力部１００１に相当するタッチパネル入力部４０１２と、
タッチパネル入力部４０１２から入力された文字列を表示する入力文字列表示部４０１１
を有している。入力文字列表示部４０１１に表示された文字は、入力文字列の一部として
入力文字列確定部１００４が確定した文字列である。
【００４６】
　ユーザーは車両を運転中かつ停車中であり、近場の「イロハニホ」チェーン店へのルー
ト案内を所望しているものとする。図４の表示画面４０２は、ユーザーがタッチパネル入
力部４０１１から、「イロハ」まで文字列を入力した入力途中の表示画面である。
【００４７】
　ユーザが車両を発進すると、走行状態判定部１１０１は判定結果として「発進」を入力
切替部１００３に出力する。入力切替部１００３は、入力部を文字列入力部１００１から
音声入力部１００２へ切替える。表示画面４０２は、表示画面４０３へと遷移する。
【００４８】
　表示画面４０３には、入力文字列候補４０３１が表示される。入力文字列候補４０３１
は、入力文字列確定部１００４が入力文字列の一部として確定した文字列「イロハ」と先
頭が一致する音声認識辞書１００９に格納された語句である。入力文字列候補４０３１は
、複数の語句で共通する共通語句「イロハニホ」と差分語句「鴨居店」「中山点」「新横
店」「小杉店」等からなる。入力文字列候補４０３１は、差分語句が太字で強調表示され
る。ユーザが入力文字列を確定するために、強調表示された差分語句のみを発話すればよ
いことを示している。
【００４９】
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　表示画面４０３は、タッチパネル入力部４０１２の表示なくし、タッチパネル入力部４
０１２から文字を入力できないことを示している。
【００５０】
　表示画面４０３には、入力部が音声入力に切替ったこと、音声入力モードであることを
示すマイクアイコン４０３２が表示される。
【００５１】
　表示画面４０３の表示中に、ユーザが「鴨居店」と発話すれば、音声認識部１００７は
動的音声認識辞書１０１０を用いて発話の認識を行う。音声認識部１００７は発話された
語句を「鴨居店」と認識する。入力文字列確定部１００４は、音声認識の認識結果である
「鴨居店」を含む文字列入力候補「イロハニホ鴨居店」を入力文字列として確定する。入
力文字列確定部１００４は、確定した文字列「イロハニホ鴨居店」を車載機１１０２へ出
力する。
【００５２】
　以上のように本発明の実施の形態１におけるデータ入力装置、およびデータ入力方法に
よれば、共通語句を除いた差分語句を格納した動的音声認識辞書を用いて音声認識を行う
ことにより、入力済みの語句の発話を不要とし、また、認識対象語を共通語句を取り除い
た差分語句に絞り込むことにより音声認識の精度を向上させることができる。
【００５３】
　なお、実施の形態１では、１文字も文字列と称している。強調表示として太字を説明し
たが、色、大きさ、フォントを変えて表示すること、点滅表示すること、枠で囲んで表示
すること、これらを組み合わせて表示するものであってもよい。
【００５４】
　また、文字列入力部１００１、表示部１０１６を車載機が備える入力装置、出力装置と
兼用する構成としてもよい。
【００５５】
　また、本発明の実施の形態１にかかわるデータ入力装置は、専用のハードウェアによっ
て実現される他に、その機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み取り可能
な記録媒体に記録し、この記憶媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読
み込ませて、実行するものであってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明のデータ入力装置及びデータ入力方法は、カーナビゲーションシステム等の車載
機へのデータ入力装置及びデータ入力方法として有用である。
【符号の説明】
【００５７】
１０００　データ入力装置
１００１　文字列入力部
１００２　音声入力部
１００４　入力文字列確定部
１００６　動的音声認識辞書生成部
１０１６　表示部
１０１０　動的音声認識辞書
１１０２　車載機
３０２１　共通語句
３０２２　差分語句



(9) JP 6427755 B2 2018.11.28

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(10) JP 6427755 B2 2018.11.28

10

フロントページの続き

(56)参考文献  国際公開第２００５／０７６２５９（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００６－０２３５７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１３９８２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１６４７１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－０１６８９１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１０Ｌ　　１５／００－１５／３４
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１６
              Ｇ０６Ｆ　　１７／３０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

